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1. LT-n.p.材，L-n.p.材の 107回疲労強度はともに約 200MPa であったが，LP 処理を施すことで圧
縮残留応力の付与と硬さの向上により，LT-LP 材の 107 回疲労強度は 60MPa，L-LP 材では
50MPa 向上した． 
2. LT 材と L 材の疲労試験結果を比較すると LP 材の 107回疲労強度は LT 材の方がわずかに高
かったが，n.p.材では明瞭な差は見られなかった．これは LT 材と L 材で機械的特性及び結晶
組織に明瞭な差がなかったことが原因である． 
3. n.p.材の疲労寿命に大幅なばらつきが生じた原因を調査した結果，き裂進展速度ではなくき
裂発生寿命のばらつきが主因であった．試験片の最小径部付近に巨大な粗大結晶粒群が存在
する場合は，き裂が発生しやすく短寿命となるが，微細結晶粒，粗大結晶粒，小型粗大結晶
粒群しか存在しない場合は，き裂の発生に多くの繰返し数を要するために長寿命になると考
えられる． 
4. LP材の表面き裂進展挙動を調査した結果，LP材のき裂の発生はn.p.材に比べ極端に遅く，進
展速度もわずかに遅かった．また，その起点はLP痕の凹部であった．LP処理は試験片表面に
規則的に施されるため，どの試験片にもほぼ同様のLP痕が付与されるため，試験片表面の結
晶組織がき裂起点となるn.p.材よりも疲労寿命のばらつきが小さくなったと考えられる． 
5. チタン合金にLP処理を施し疲労試験を行なった結果，LP処理による疲労強度向上効果はほぼ
認められなかった． 
 
